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【STEP2】これまでの気候変動影響の整理

豊田市における気候変動の影響について7つの対象分野ごとに整理

①農林水
産業

②水環境・
水資源

③自然生
態系

④自然災害・
沿岸域

⑤健康 ⑥産業・経
済活動

⑦国民生活・
都市生活

【STP1】改定に向けた準備

・庁内職員向け研修（集合研修、Eラーニングの実施）

・熱中症予防セミナー（指導者向け、市民向け 各1回ずつ306名）

・暑熱調査（ｻｰﾓｶﾒﾗによる観測調査、暑熱日ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、熱中症搬送者分析）

【STEP4】影響評価の実施

国の影響報告における「重大性」「緊急性」「確実性」に加えて、市独

自で地域特性が高い「地域性」を追加し、影響評価を実施。

各STEPの実施内容

■ヒアリング調査対象者

庁内関係課、組合・団体、事業者、市民等
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豊田市地域気候変動適応計画の流れ豊田市地域気候変動適応計画の策定

【STP3】将来の気候変動影響の整理

国の気候変動影響評価報告書や庁内の行政資料、大学や研究機関による

将来の気候変動影響に関する研究論文等を収集、整理の実施。

2022年3月計画策定

2020年度～

2020年度～

2021年度

2021年度



• 研修の趣旨

・部局横断的な取組が必要な気候変動への適応について、職員の適応に

関する知識を深め、幅広い理解を深める。

・既に取り組まれている施策・事業について、気候変動への適応という

視点で、担当する事業や計画を改めて見つめ直すきっかけとする。

• 研修の内容

講義（1時間）＋ワークショップ（1時間）
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年度 テーマ 参加職員

2017 「持続可能な都市づくりの課題と対策-気候変動
への適応を中心として-」

12部局38所属 計46人

2018 「地球温暖化対策は新たな段階へ ―気候変動
にどう適応するか―」

11部局35所属 計48人

2019 「気候変動と市の事業 ～ スポーツ と 環境の
関係から～」

11部局24所属 計36人

参考）庁内職員向け研修についてSTEP1）庁内職員向け研修について



• 気候変動は役所内では環境政策課だけが市民向け啓発をしていればとよいものではないことが実

感できた点がとても良い研修でした。

• 全ての施策ができるわけではない。優先を決めて実施する必要があります。
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職員アンケート結果（抜粋）

参考）庁内職員向け研修についてSTEP1）庁内職員向け研修について
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参考）ヒアリング結果より（市民生活への
影響）
STEP2）ヒアリング結果より（市民生活への影響）



• 2020年11月 2日間で70名参加

話題提供「豊田市の気候変動の影響」

身近に感じる影響に対して、適応策を検討
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分野ごとに分かれてグループワーク

参加者全体での共有

参考）市民向けワークショップの様子STEP2）市民向けワークショップの様子



• ヒアリング調査等
↓
• 各分野別影響評価・インパクトチェーンのとりまとめ
↓
• 気候変動影響評価報告書の作成
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豊田市における気候変動影響評価の作成STEP4)豊田市における気候変動影響評価の作成



気候変動影響評価報告書全7分野63項目中、

豊田市は、地域特性も踏まえて7分野25項目が重要度が高いと評価
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気候変動影響評価の結果STEP5)気候変動影響評価の結果
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気候変動影響評価の結果気候変動によるリスクと機会



豊田市における気候変動の影響
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現在及び将来の気候変動影響（3段階）



STEP6)適応策の整理
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市民の役割
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気候変動の影響への適応について知る

自分にできる気候変動適応を実践

身近な生きものの情報発信やイベントへの参加

【市民の役割】個人の適応 3つのアクション

出展：気候変動適応情報プラットフォーム（A₋PLAT）「気候変動適応についてのスライド集」



豊田市気候変動適応情報プラットフォーム
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• 豊田市版の気候変動や適応に関する基礎的な知識の習得や情報発信をするサイト
【知る】【行動する】

• 市民参加型の気候変動影響調査（投稿機能）及び定期的なモニタリング など

【参加する】

◇地域の影響や適応策の情報発信◇トップページ

「豊田市地域気候変動適応情報プラットフォーム」
ホームページ

◇地域の適応策の情報発信



気候変動の影響が今よりも深刻になると…

14あくまでも仮定の姿です。



プラットフォームを活用したアンケート調査
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アンケート調査は、テキストマイニングを活用し、
視覚的に分かりやすいよう工夫。

2022年7～9月実施 「夏の気候変動の影響」アンケート

↓夏以外で感じる気候変動の影響は？



市内の適応事例の紹介
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市内で活動する様々な立場の団体にスポットを当て、インタ
ビューを実施。プラットフォームに掲載している。

←地元サッカーチームへの

インタビュー記事

こども園へのインタビュー記事→



若者向け気候変動対策
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夏休みに合わせ、市内小中学生向け市内の風
力発電所及びブナ原生林の親子見学会を実施。

小中学生向け「気候変動ハイキングツアー」

気候変動の影響で、今後見られなくなって
しまうかもしれないセミを見学↓

緩和 適応



若者向け気候変動対策
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第１部 模擬COP

参加者は各国の大使になりきり、国を背
負い排出削減量について議論をした。

大学生がチューター役を担い、議論形
成をサポート。

事前にLINEのオープンチャット機能を
使い、参加者は情報共有や意見形成を
実施。

「高校生のための気候変動対策を考える会議」

緩和 適応



若者向け気候変動対策
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第2部 グループワーク

緩和と適応を踏まえつつ、CN社会が実現された未来のイメージや、CN社会を実
現するために必要な社会システムの変化について議論及び発表。

参加者の声

「若者が主体となって取り組まなけれ
ばいけない」

「どうして地球規模の温暖化対策が進
まないのかを体感できた」

「大人になる上で記憶に残る経験、体
験となった」

緩和 適応



最後に（計画策定前後での重要な視点）
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①市民を巻き込んだ適応策の推進

②気候変動の影響を多く受ける

若者世代に向けた啓発

③リスク規模の違いに着目した

適応策の検討


